
令和８年度第１回毛呂山町総合教育会議結果 
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会議に出席

した者の氏

名（構成員

及び傍聴人

を除く） 

（教育総務課） 

小輪瀬副課長、小山副課長 

（学校教育課） 

岩瀬課長、佐藤指導主事、布施指導主事 

（企画財政課） 

小峰課長、波田副課長、永井 

傍聴人 ０人 

協議事項 

（１）毛呂山町立小・中学校編成計画について 

・子ども達が快適に学べる環境づくりが重要である。 

・増築校舎の設計をする際、ＬＧＢＴＱやバリアフリーに配慮すること。 

・遠くから通学する子ども達のために、スクールバスに加え、保護者が車で

送迎する場合を想定し、送迎する保護者用の駐車場を設けることを検討し

てもよいのではないか。 

（２）基礎学力向上の取組について 

・学校は国が求める教育施策への対応に追われ、真に必要な取組に注力でき

ていない状況が見受けられる。計算力の向上など、基礎学力の定着に向け

た重点課題を明確にし、指導内容の選択と集中について検討する必要があ

る。 

・教員はＡＩドリルの個人の学習履歴やデータを分析し、つまずいているポ

イントに的確にアプローチすべきである。 

・基礎学力は子どもの将来に直結するため、教員は成果（点数）を上げるこ

とに対してよりシビアな認識を持つ必要がある。 

（３）通学路の安全対策について 

・夏場は通学路で雑草が伸び、子どもたちがそれを避けるために車道側には

み出してしまい大変危険である。適宜除草等の対応はしていると思うが、

改めて現場を確認し、確実な対策をお願いしたい。 

・本来、横断歩道は自転車から降りて渡るべきであるが、中学生が横断歩道

を自転車に乗ったまま渡るケースがよく見受けられる。学校側からしっか

りと交通安全指導を行っていただきたい。 

その他 特になし 

 


